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阿

武

音日

彦

大
化
改
新
以
後
中
央
集
権
的
な
律
令
国
家
が
形
成
さ
れ
て
か
ら
は
、
政
治
機

構
と
し
て
太
政
官
組
織
が
作
ら
れ
、
政
治
、
行
政
の
担
当
者
は
律
令
制
官
僚
あ

る
い
は
古
代
貴
族
の
呼
び
方
で
呼
ば
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て

大
化
改
新
以
前
の
政
治
機
構
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
く
、
政
治
へ
の
関
係
者

も
古
代
官
僚
と
い
う
よ
り
は
古
代
中
央
豪
族
と
い
う
呼
び
方
が
普
通
に
使
わ
れ

て
い
る
。
こ
の
呼
び
方
が
果
し
て
妥
当
で
あ
る
か
否
か
は
別
と
し
て
大
化
前
代

と
そ
れ
以
後
と
を
分
け
て
政
治
関
係
者
を
考
え
る
こ
と
だ
け
は
こ
れ
を
認
め
て

よ
い
。
と
こ
ろ
で
普
通
使
わ
れ
て
い
る
大
化
前
代
の
中
央
豪
族
と
は
、

別
の
言

葉
で
は
所
謂
臣
連
伴
造
等
で
あ
り
、

そ
の
上
に
大
医
大
連
が
存
在
し
て
い
た
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。
臣
と
は
そ
の
系
譜
よ
り
神
武
天
皇
以
後
孝
元
天
皇
に
至
る

間
の
皇
別
諸
氏
と
い
わ
れ
、

又
そ
の
氏
の
名
が
ほ
と
ん
ど
地
名
を
氏
の
名
と
す

る
と
こ
ろ
か
ら
土
豪
的
諸
氏
で
あ
っ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
又
連
と
は
系
譜

的
に
は
神
別
諸
氏
で
あ
り
、
職
掌
的
に
は
そ
れ
ぞ
れ
世
襲
の
専
門
職
を
も
っ
て

朝
廷
に
奉
仕
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
大
巨
大
連
は
か
な
り
限
定
さ
れ
た
氏
か

ら
選
ば
れ
た
が
、

そ
れ
ぞ
れ
臣
、
連
を
代
表
し
た
朝
廷
の
最
高
の
責
任
者
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

北
大
文
学
部
紀
要

し
か
し
な
が
ら
六
世
紀
以
降
次
第
に
職
制
が
分
化
し
政
務
が
複
雑
化
し
て
、

の
ち
の
律
令
官
制
の
萌
芽
的
形
態
が
形
を
整
え
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
段
階
で

は
、
諸
官
司
の
上
に
あ
っ
て
統
合
的
に
政
治
を
運
営
し
、
ま
た
地
方
勢
力
の
動

き
や
海
外
情
勢
に
対
応
し
て
、
主
要
政
策
を
決
定
し
て
ゆ
く
こ
と
が
必
要
で
あ

り
、
そ
の
た
め
に
は
専
門
職
を
超
え
た
何
ら
か
の
議
政
官
的
な
制
度
が
存
在
し

大
夫
の
制
度
が
注
目
さ
れ
て
来
た
(
開
後
伊
奴
一
日

た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、

つ
い
て
」
山
梨
大
学
学
/
。

芸
部
研
究
報
告
第
十
号
」

関
氏
も
例
と
し
て
あ
げ
て
い
る
よ
う
に
日
本
書
紀
智
明
天
皇
即
位
前
紀
に
は

次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
推
古
天
皇
が
三
十
六
年
三
月
(
六
二
八
)

を
以
っ
て
崩
じ
、
次
の
天
皇
、
が
い
ま
だ
決
っ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
時
蘇
我
蝦

夷
は
大
臣
の
地
位
に
あ
り
、
独
り
嗣
位
を
定
め
ん
と
し
た
が
、
群
臣
の
従
わ
ざ
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る
こ
と
を
畏
れ
て
阿
倍
麻
呂
臣
と
議
っ
て
群
臣
を
大
臣
の
家
に
あ
つ
め
て
饗
宴

し
、
食
詑
っ
て
嗣
位
の
こ
と
を
群
臣
に
は
か
っ
た
。
こ
の
時
田
村
皇
子
を
天
皇

と
す
べ
し
と
し
た
も
の
は
大
伴
鯨
連
・
采
女
臣
麻
礼
志
・
高
向
臣
宇
麻
・
中
臣

連
弥
気
・
難
波
士
口
士
身
刺
ら
で
あ
り
、
山
背
大
兄
王
を
天
皇
と
す
べ
し
と
主
張

し
た
も
の
は
許
勢
臣
大
麻
日
・
佐
伯
連
東
人
・
紀
臣
塩
手
で
あ
っ
た
。
蘇
我
倉

麻
呂
は
即
答
を
さ
け
、

又
境
部
臣
麻
理
勢
は
そ
の
場
に
居
ら
な
か
っ
た
が
、

1I 

背
大
兄
王
を
押
し
て
い
た
。
こ
の
野
明
天
皇
即
位
前
紀
を
読
む
と
当
時
皇
位
の

継
承
は
法
的
に
確
立
し
て
お
ら
ず
、

そ
の
継
承
は
群
臣
共
立
と
い
う
古
い
慣
習

に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
こ
と
が
推
測
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
こ
こ
で

注
意
し
た
い
こ
と
は
蘇
我
蝦
夷
に
よ
っ
て
集
め
ら
れ
た
群
臣
は
次
の
天
皇
と
し

て
旧
村
皇
子
を
お
す
一
派
と
山
背
大
兄
王
を
お
す
一
派
と
に
分
か
れ
て
い
て
、

蘇
我
蝦
夷
の
与
党
の
み
を
集
め
た
わ
け
で
は
な
い
。
勿
論
集
め
ら
れ
た
場
所
は
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阿
部

蘇
我
蝦
夷
の
家
で
は
あ
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
に
二
派
に
分
か
れ
て
い
る
こ
と
は
、

ま
ず
こ
れ
ら
の
群
臣
を
以
っ
て
当
時
の
朝
廷
を
め
ぐ
る
重
要
な
群
臣
で
あ
っ
た

と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
そ
こ
で
こ
れ
ら
の
群
臣
を
今
一
ー
度
見
る
と
、
蘇
我
氏
の

み
は
蘇
我
蝦
夷
の
外
に
蘇
我
倉
麻
目
の
名
が
見
え
る
が
、
他
は
阿
倍
・
大
伴
・

采
女
・
高
向
・
中
臣
・
難
波
・
許
勢
・
佐
伯
・
紀
氏
を
名
乗
る
一
人
ず
つ
の
人

々
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
そ
れ
ら
の
人
々
が
、

そ
れ
ぞ
れ

の
氏
を
代
表
し
て
重
要
な
会
議
に
出
席
し
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
は
岱
明
天
皇
の
即
位
を
め
ぐ
っ
て
蘇
我
蝦
夷
に
よ
っ
て
集
め
ら
れ
た
当

時
の
群
臣
十
人
を
あ
げ
た
の
で
あ
る
が

こ
の
よ
う
に
国
家
の
重
大
事
に
群
臣

の
あ
つ
め
ら
れ
た
例
は
か
な
り
多
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
例
を
継
体
欽

明
朝
以
後
の
書
紀
よ
り
拾
う
と
次
の
如
き
例
を
あ
げ
得
る
。

①
欽
明
十
三
年
冬
十
月
紀
の
仏
教
渡
来
の
際
に
、
仏
教
を
信
ず
べ
き
や
否
に

つ
い
て
「
朕
不
ニ
自
決
ヘ
乃
歴
二
門
群
臣
一
L

⑨
用
明
天
皇
二
年
四
月
紀
に
天
皇
が
仏
教
に
帰
依
せ
ん
と
し
て
そ
の
可
否
を

群
臣
に
は
か
り
、
「
群
臣
入
v
朝
而
議
L

と
あ
る
。

③
推
古
天
皇
三
十
一
年
紀
に
は
天
皇
新
羅
を
討
た
ん
と
し
て

「
謀
及
-
一
大

臣
-
拘
ニ
子
群
卿
こ
と
あ
る
。

こ
れ
ら
の
例
の
う
ち
①
の
場
合
は
蘇
我
大
臣
稲
目
、
物
部
大
辿
尾
輿
、
中
巨
連

鎌
子
が
、
②
の
場
合
は
蘇
我
馬
子
宿
繭
、
物
部
大
連
守
屋
、
中
臣
連
勝
海
が
そ

れ
ら
の
群
臣
に
加
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
が
他
は
不
明
で
あ
る
。
又

⑤
の
推
古
紀
三
十
一
年
の
場
合
も
田
中
臣
某
、
中
臣
連
国
が
そ
れ
ぞ
れ
対
立
し

た
意
見
を
述
べ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
が
他
は
明
ら
か
で
な
い
。
た
だ
②
の
場

合
の
用
明
天
皇
が
仏
教
に
帰
依
せ
ん
と
し
て
そ
の
可
-
冶
を
税
目
に
議
せ
し
め
た

時
の
群
臣
と
し
て
は
物
部
守
屋
・
蘇
我
馬
子
・
中
臣
勝
海
以
外
に
こ
れ
を
明
ら

か
に
し
得
な
い
が
、

こ
の
事
件
に
続
く
秋
七
月
の
物
部
守
屋
合
戦
に
際
し
て
そ

れ
に
参
加
し
た
当
時
の
重
要
な
群
臣
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
即
ち
そ
の
年
秋

七
月
蘇
我
馬
子
宿
摘
は
「
勧
三
諸
皇
子
興
コ
群
臣
一
、
謀
ν
滅
=
物
部
守
屋
大
連
こ

と
あ
り
、
皇
子
と
群
臣
と
の
名
を
あ
げ
て
い
る
。

い
ま
そ
の
記
る
さ
れ
た
も
の

を
あ
げ
れ
ば
、
蘇
我
馬
子
宿
繭
、
紀
男
麻
呂
宿
摘
、
巨
勢
臣
比
良
夫
、
膳
臣
賀

施
夫
、
葛
城
臣
烏
那
羅
、
大
伴
連
噛
、
阿
倍
臣
人
、
平
群
臣
神
手
、
坂
本
臣
糠

手
、
春
日
臣
で
あ
る
。

次
に
③
の
推
古
紀
三
十
一
年
紀
に
関
連
し
て
考
え
て
み
る
に
、
当
時
大
臣
に

蘇
我
馬
子
が
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
十
八
年
十
月
丁
酉
の
僚
に
は
大
伴

咋
連
、
蘇
我
豊
浦
蝦
夷
臣
、
坂
本
臣
糠
手
、
阿
倍
鳥
子
臣
を
四
大
夫
と
記
し
て
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い
る
o
こ
の
ほ
か
尚
三
十
一
年
紀
に
は
征
新
羅
将
軍
の
名
が
記
る
さ
れ
て
い
る
。

即
ち
大
徳
境
部
臣
雄
摩
侶
、
小
徳
中
臣
連
国
を
大
将
軍
と
な
し
、
小
徳
河
辺
臣

禰
受
、
小
徳
物
部
依
網
連
乙
等
、
小
徳
波
多
臣
広
庭
、
小
徳
近
江
脚
身
臣
飯
議

小
徳
平
群
臣
宇
志
、
小
徳
大
伴
連
、
小
徳
大
宅
臣
軍
を
副
将
軍
と
し
て
数
万
衆

を
率
い
て
新
羅
を
征
討
す
と
あ
る
。

②
③
に
関
係
し
た
人
々
を
も
っ
て
当
時
の
重
要
群
臣
の
す
べ
て
で
あ
る
と
考

え
る
こ
と
は
慎
重
を
要
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が

い
ま
か
り
に
こ
れ
ら
の
人
々

を
重
要
群
臣
と
み
て
、
用
明
朝
よ
り
野
明
朝
迄
の
群
臣
を
一
覧
表
に
す
れ
ば
次

円
ノ
円
H
J

、Pム
E
1
u

ui'合
員
ノ
¥
，
Y
J
Z
C
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」
の
一
覧
表
を
み
る
に
、
用
明
朝
よ
り
野
明
朝
に
至
る
間
の
群
臣
は
必
ず
し
も

締高春巨紀坂平物阿大中蘇

: )勝馬

河

辺

称

受

波

多

広

庭

近

江

御

身

飯

益

田

中

許紀

勢

大 g¥K

麻

一
定
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
出
来
な
い
。
そ
れ
は
諸
氏
の
勢
力
の
消
長
や
人

難佐高釆

波 {A向女

納:

身東宇
礼

物
の
交
替
の
た
め
、
そ
の
顔
ぶ
れ
は
時
期
に
よ
っ
て
あ
る
程
度
変
化
が
あ
っ
た

た
め
と
思
わ
れ
る
。
関
晃
氏
は
先
掲
の
論
文
に
於
い
て
、
大
夫
の
地
位
は
完
全

な
世
襲
で
は
な
く
、
十
二
階
の
冠
位
大
徳
・
小
徳
の
も
の
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ

て
い
た
が
、
大
夫
を
出
す
伝
統
的
家
柄
は
良
家
の
大
夫
な
ど
と
い
う
言
葉
が
示

す
よ
う
に
ほ
ぼ
一
定
し
て
い
た
と
述
べ
て
い
る
が
、

そ
れ
を
承
認
し
て
よ
い
と
思
う
。

北
大
文
学
部
紀
要

上
の
一
覧
表
を
み
て
大
体

そ
う
す
る
と
欽
明
朝
よ
り
岱
明
朝
に
至
る
聞
の
重
要
群
臣
を
出
す
家
柄
は
、

蘇
我
・
中
臣
・
大
伴
・
阿
倍
・
物
部
・
平
群
・
坂
本
・
紀
・
巨
勢
・
春
日
・

葛
城
・
膳
・
大
宅
・
河
辺
・
波
多
・
田
中
・
采
女
・
高
向
・
佐
伯
等
の
諸
氏

が
あ
げ
ら
れ
る
。
関
氏
は
野
明
朝
よ
り
大
化
に
至
る
時
代
か
ら
、

」
の
外
小
墾

田
・
一
二
輪
・
阿
曇
・
穂
積
・
羽
田
・
田
口
・
大
市
等
の
諸
氏
を
あ
げ
て
お
り
、

持
統
五
年
八
月
十
八
氏
に
詔
し
て
並
行
祖
等
墓
(
纂
)
記
を
上
進
せ
し
め
て
い
る

十
八
氏
が
ほ
ぼ
こ
れ
ら
の
氏
に
合
致
し
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
と
こ
ろ
で

こ
れ
ら
の
諸
氏
を
カ
パ
ネ
で
分
け
れ
ば
臣
・
連
・
君
等
に
分
類
出
来
る
が
、

そ

れ
を
更
に
氏
の
系
統
に
整
理
す
れ
ば
次
の
如
く
な
る
。

臣加
⑧
蘇
我
・
高
向
・
田
中
・
小
墾
田
・
川
辺
・
田
口
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⑥
紀
・
坂
本

@
羽
悶

⑥
許
勢

肺
阿
倍
・
膳

付
春
日
・
大
宅

M
W
采
女
・
穂
積
(
物
部
系
)

E
連大
伴
・
佐
伯
・
中
臣
・
物
部
・
阿
曇
一
・
大
市

目
君
。命
か
く
の
如
く
分
類
し
て
み
る
と
、
欽
明
朝
よ
り
大
化
の
頃
に
至
る
朝
廷
の
重

要
群
臣
に
は
あ
る
特
殊
な
傾
向
が
あ
る
こ
と
を
理
解
出
来
る
。
即
ち
約
半
数
は



蘇
我
氏
と
そ
の
同
族
に
つ
い
て
の
一
考
」
祭

阿
部

蘇
我
氏
系
氏
族
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
、
(
凶
卯
)
中
で
も
蘇
我
氏
同
族
(
印
刷

⑧
)
が
高
い
比
重
を
占
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
Q

所
謂
蘇
我
氏
系
氏
族
の
系
譜
は
古
事
記
に
次
の
如
く
み
え
て
い
る
。
即
ち
孝

元
天
皇
の
皇
子
ヒ
コ
フ
ツ
オ
シ
ノ
マ
コ
ト
命
が
木
閏
造
の
祖
ウ
ヅ
ヒ
コ
の
妹
ヤ

マ
シ
タ
カ
ゲ
ヒ
メ
を
要
っ
て
タ
ケ
シ
ウ
チ
ノ
ス
ク
ネ
を
生
み
、
此
の
タ
ケ
シ
ウ

チ
ノ
ス
ク
ネ
の
九
人
(
う
ち
二
人
女
子
)

の
子
供
か
ら
多
く
の
氏
が
分
れ
で
て

い
る
。①

波
多
八
代
宿
禰
は
波
多
臣
・
林
臣
・
波
美
臣

-
M一
川
臣
・
淡
海
臣
・
長
谷

部
君
之
祖
也
。

⑧
許
勢
小
柄
宿
禰
は
許
勢
臣
・
雀
部
臣
・
軽
部
臣
之
組
也
。

⑨
蘇
我
石
川
宿
禰
は
蘇
我
臣
・
川
辺
臣
・
由
中
医
・
高
向
臣
・
小
治
田
臣
・

桜
井
臣
・
岸
田
臣
等
之
祖
也
。

④
平
群
都
久
宿
禰
は
平
群
臣
・
佐
和
良
臣
・
馬
御
機
連
等
祖
也
o

⑤
木
角
宿
禰
は
本
臣
・
都
奴
臣
，
・
坂
本
臣
之
祖
。

⑥
葛
城
長
江
曾
都
眺
古
は
玉
手
臣
・
的
臣
生
江
田
・
阿
芸
那
臣
等
之
祖
也
。

⑦
若
子
宿
禰
は
江
野
財
臣
之
祖
。

と
あ
る
。
こ
の
系
譜
は
古
事
記
に
は
見
え
て
い
る
が
日
本
書
紀
に
は
記
る
さ
れ

て
い
ず
、

そ
う
簡
単
に
信
用
す
る
こ
と
の
出
来
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
周
知

の
如
く
で
あ
る
。
既
に
早
く
津
田
左
右
土
口
氏
は
次
の
如
く
述
べ
て
い
る
。

の
系
譜
は
波
多
臣
・
許
勢
臣
・
蘇
我
臣
・
平
群
臣
・
木
尽
な
ど
の
地
方
的
豪
族

の
家
々
の
共
同
の
祖
先
を
昔
物
語
に
聞
こ
え
て
い
る
建
内
宿
禰
と
す
る
た
め
に

作
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
波
多
許
勢
平
群
木
の
家
々
は
蘇
我
と
同
じ
く
地
方
的

豪
族
に
例
の
多
い
、
匝
の
カ
パ
ネ
を
有
し
、
蘇
我
氏
と
同
じ
く
そ
れ
ぞ
れ
の
土

地
の
名
を
氏
の
名
と
し
て
い
る
の
を
見
る
と
、
彼
等
と
蘇
我
氏
と
の
聞
に
は
地

位
の
高
下
勢
力
の
強
弱
が
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
何
れ
も
同
じ
よ
う
な
地
位
の

家
で
あ
っ
た
ろ
う
。
蘇
我
氏
は
如
何
な
る
事
情
か
ら
か
朝
廷
に
勢
力
を
得
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
、
蘇
我
と
接
近
し
て
い
る
土
地
ま
た
そ
れ
と
程
遠
か
ら
ぬ
葛

城
平
群
の
地
方
は
事
実
上
蘇
我
氏
に
占
領
せ
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
旧

来
の
豪
族
の
中
に
は
滅
亡
し
た
も
の
も
あ
ろ
う
が
、
蘇
我
氏
と
妥
協
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、

そ
の
地
位
を
維
持
し
た
も
の
も
あ
ろ
う
。
波
多
・
許
勢
・
平
群
・

木
な
ど
の
家
は
後
者
の
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
考
え
「
上
記
の
系
譜
は
蘇

我
氏
が
勢
力
を
得
て
か
ら
、
こ
れ
ら
の
家
々
を
同
族
と
し
て
取
扱
う
と
す
る
意

図
の
下
に
作
ら
れ
た
」
と
し
た
(
b
M
4吋
認
可
併
)

o

な
お
「
第
二
位
以
下
に
記

る
し
て
あ
る
家
々
は
多
分
後
か
ら
附
会
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
て
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い
る
。
こ
の
津
田
氏
の
見
解
は
そ
の
後
の
古
代
史
家
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、

こ
の
系
譜
を
取
扱
う
人
々
は
多
か
れ
少
か
れ
そ
の
影
響
を
う
け
て
い
る
。

武
内
宿
捕
の
系
譜
全
体
に
つ
い
て
は
尚
問
題
を
あ
と
に
残
す
と
し
て
、

で
は
ま
ず
蘇
我
臣
・
川
辺
臣
・
田
中
臣
・
高
向
臣
・
小
治
田
臣
・
桜
井
臣
・
岸

」

v
」

田
臣
等
の
祖
と
記
る
さ
れ
て
い
る
蘇
我
石
川
宿
禰
の
系
譜
に
つ
い
て
考
え
て
み

ょ
う
。
さ
き
の
津
田
氏
の
所
説
に
よ
れ
ば
、
第
二
位
以
下
に
記
る
し
て
あ
る
家

々
は
「
多
分
後
か
ら
附
会
せ
ら
れ
た
も
の
」
と
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
果
し

「こ

て
必
ず
そ
う
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
か
。
勿
論
後
に
述
べ
る
如
く
、
蘇

我
石
川
宿
禰
の
実
在
性
に
は
疑
問
と
思
わ
れ
る
点
が
多
い
が
、
川
辺
巨
以
下
の

諸
氏
が
そ
の
勢
力
関
係
に
よ
っ
て
有
力
豪
族
た
る
蘇
我
氏
に
血
縁
的
に
結
び
つ



い
た
と
の
み
決
め
て
し
ま
う
の
に
も
問
題
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
こ
の
こ
と
を
考
え
る
糸
口
と
し
て
同
じ
く
古
代
の
氏
族
系
譜
を
記
る

ょ
う
。

し
た
新
撰
姓
氏
録
に
蘇
我
石
川
朝
臣
と
同
祖
と
さ
れ
て
い
る
諸
氏
を
集
め
て
み

⑧
左
京
皇
別

石

川

朝

臣

田

口

朝

臣

桜

井

朝

臣

⑥
右
京
皇
別

高

向

朝

臣

田

中

朝

臣

小
治
田
朝
臣

川

辺

朝

臣

岸

田

朝

臣

久

米

朝

臣

御

炊

朝

臣

孝
元
天
皇
皇
子
彦
太
忍
命
之
後
也
。
日
本
紀
合

石
川
朝
臣
同
祖
、
武
内
宿
禰
大
臣
之
後
也
o

踊
幅
臣
(
中
略
〉

豊
御
食
炊
屋
姫
天
皇
(
読
推
古
)
御
位
、

家
一
一
於
大
和
国
高

市
郡
閏
口
村
一
、
仰
号
二
田
口
臣
一
。
日
本
紀
漏

石
川
朝
臣
同
祖
、
蘇
我
石
川
宿
繭
四
位
孫
稲
目
宿
禰
大
臣
之

後
也
。
日
本
紀
合

石
川
同
氏
、
武
内
宿
繭
六
位
孫
猪
子
臣
之
後
也
。
日
本
紀
合

武
内
宿
禰
五
世
孫
、
稲
目
宿
禰
之
後
也
o

日
本
紀
合

向
上
。
日
本
紀
合

武
内
宿
禰
四
世
孫
宗
我
宿
繭
之
後
也
o

日
本
紀
合

武
内
宿
禰
五
世
孫
稲
目
宿
繭
之
後
也
。
男
小
一
肝
臣
孫
耳
高
、

家
ニ
居
岸
田
村
一
。
因
負
ご
山
芹
田
臣
号
一
。
日
本
紀
合

武
内
宿
禰
五
世
孫
稲
目
宿
繭
之
後
也
o

日
本
紀
合

こ
の
新
撰
姓
氏
録
の
系
譜
記
事
を
そ
の
ま
ま
信
用
す
る
に
は
勿
論
多
く
の
疑

武
内
宿
繭
六
世
孫
宗
我
馬
背
宿
禰
之
後
也
。
日
本
紀
漏

問
が
あ
る
o

例
え
ば
川
辺
朝
臣
に
つ
い
て
武
内
宿
禰
四
位
孫
宗
我
宿
繭
之
後
也

そ
の
名
も
宗
我
の
地
名
に
尊
称
宿
禰

北
大
文
学
部
紀
要

と
あ
る
宗
我
宿
禰
は
他
に
所
見
が
な
く
、

を
加
え
た
も
の
で
個
性
が
な
い
。

又
高
向
朝
臣
の
祖
武
内
宿
禰
六
世
孫
猪
干

臣
、
御
炊
朝
臣
の
祖
武
内
宿
繭
六
世
孫
宗
我
馬
背
宿
摘
は
い
ず
れ
も
他
に
所
見

が
な
く
蘇
我
馬
子
の
名
の
一
部
を
変
更
し
て
作
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ

こ
れ
ら
の
諸
氏
が
単
に
勢
力
的
な
利

害
関
係
で
血
縁
的
に
結
び
つ
い
た
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
み
は
い
い

う
に
多
く
の
疑
問
、
が
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、

得
な
い
点
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
の
第
一
は
蘇
我
氏
は
後
述
す
る
如
く
宣
化
欽
明
朝
に
稲
目
が
大
臣
と
な
っ

た
頃
か
ら
頭
角
を
あ
ら
わ
し
た
比
較
的
新
し
い
氏
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か

し
そ
れ
に
し
て
も
蘇
我
氏
で
は
稲
目
|
馬
子
l
蝦
夷
入
鹿
の
世
代
継
承
者
を

除
い
て
蘇
我
氏
を
名
乗
る
氏
人
が
余
り
記
録
に
あ
ら
わ
れ
な
い
。
こ
れ
ら
世
代

継
承
者
の
兄
弟
も
殆
ん
ど
知
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
こ
の
点
少
し
不
思
議
に
思

田
中
・
岸
田
・
小
治
田
氏
が
姓
氏
録
の
い
う
ご
と
く
稲
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わ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、

自
の
後
で
あ
る
か
否
か
は
問
題
と
し
て
も
、

そ
の
一
族
が
分
化
し
て
そ
れ
ぞ
れ

の
氏
を
称
し
た
と
考
え
て
も
不
思
議
で
は
・
な
い
。
特
に
和
耳
氏
の
分
化
が
六
位

紀
の
噴
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
参
照
せ
ら
れ
よ
う
。

第
二
に
実
際
に
も
田
口
朝
臣
に
つ
い
て
姓
氏
録
は
、

「
石
川
朝
臣
同
祖
武
内

宿
禰
大
臣
之
後
也
、
踊
岨
臣
、

家
一
-
於
大

曲
一
旦
御
食
炊
屋
姫
天
皇
論
推
古
御
世
、

和
国
高
市
郡
田
口
村
二
初
号
ニ
田
口
臣
六
日
本
紀
漏
L

と
あ
る
が
、
踊
隔
は

一
名
伏
翼
、
和
名
加
波
保
理
と
あ
り
、
日
本
書
紀
孝
徳
紀
元
年
僚

日
y
ロ
'P
こ

壬
1
4
4
中
J

、『

古
人
大
兄
の
謀
反
に
組
し
た
蘇
我
田
口
臣
川
掘
と
同
一
人
か
と
思
わ
れ
る
。
田

口
臣
は
こ
の
頃
蘇
我
田
口
を
称
し
、
つ
い
で
田
口
を
氏
の
名
と
し
た
こ
と
が
考

そ
の
複
姓
の
点
か
ら
も
蘇
我
氏
と
同
族
で
あ
っ
た
と
考
え
て
差
支
え

え
ら
れ
、

な
か
ろ
う
。



蘇
我
氏
と
そ
の
同
族
に
つ
い
て
の
一
考
察

阿
部

第
三
に
田
口
臣
川
掘
は
稲
白
馬
子
!
蝦
夷
と
つ
づ
く
蘇
我
氏
宗
家
と
ど
の

よ
う
な
血
縁
関
係
に
あ
っ
た
の
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、

そ
の
一
族
と
考
え
て

差
支
え
な
い
こ
と
は
以
上
の
如
く
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
そ
の
氏
の
名
た
る
田
口

は
姓
氏
録
に
、
大
和
国
高
市
郡
田
口
村
と
あ
り
、
隔
幅
臣
が
田
口
村
に
家
居
し

た
と
こ
ろ
か
ら
そ
の
氏
の
名
が
出
て
い
る
。
こ
れ
と
同
じ
く
岸
田
朝
臣
に
つ
い

て
は
「
武
内
宿
禰
五
世
孫
稲
目
宿
禰
之
後
也
。
男
小
酢
臣
孫
耳
高
、

家
ニ
居
山
芹

田
村
一
、

悶
負
ニ
岸
田
臣
号
一
、

日
本
紀
合
」
と
あ
り
、
岸
田
村
は
大
和
国
山
辺

郡
岸
田
村
と
考
証
さ
れ
て
い
る

(
栗
田
寛
・
新
撰
姓
氏
録
考
証
)

0

か
く
の
如

く
田
口
臣
も
岸
田
臣
も
い
ず
れ
も
家
居
し
た
村
の
地
名
を
氏
の
名
と
し
て
い
る

こ
の
点
に
注
意
し
て
前
掲
し
た
蘇
我
氏
同
族
の
氏
の
名
を
見
る

と
、
蘇
我
氏
を
も
含
め
て
い
ず
れ
も
せ
ま
い
範
囲
の
地
名
を
氏
の
名
と
し
て
い

の
で
あ
る
が
、

る
こ
と
が
注
目
せ
ら
れ
る
。
即
ち
次
の
如
く
で
あ
る
。

蘇

我
l
l
i
大
和
国
高
市
郡
曾
我
(
今
真
菅
村
)

]11 

辺
ー
ー
摂
津
国
河
辺
郡

E日

大
不日
国
高
市
郡
田
中
村

治
IJ 同

大大
和和
国国
高高
市市
郡郡
田小
口墾
村田

田岸

チ1: IJJ 

河.大
内和
国国
河山
内辺
郡郡
桜岸
井田
郷村

+五高

向

!
l河
内
国
錦
部
郡
高
向
村

久

米

i
i大
和
国
高
市
郡
久
米

い
ま
こ
れ
を
見
る
と
、
川
辺
臣
の
場
合
を
除
い
て
他
は
こ
と
ご
と
く
郡
よ
り
小

範
囲
の
郷
村
名
を
氏
の
名
と
し
て
お
り

そ
の
氏
の
名
の
由
来
は

田
口
臣
や

岸
田
臣
の
場
合
の
ご
と
く
、
そ
の
地
に
家
居
し
た
と
こ
ろ
よ
り
起
っ
て
い
る
と

考
え
て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
地
が
大
和
国
高
市
郡
に
多
い
こ
と
は
、

氏
の
名
の
分
れ
た
時
代
を
推
測
す
る
一
つ
の
手
が
か
り
に
な
る
よ
う
に
も
思
わ

れ
る
。
又
河
内
国
や
摂
津
国
の
地
名
の
あ
る
こ
と
は
、
氏
の
分
裂
を
考
え
る
際

の
支
障
に
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
な
く
も
な
い
が
、
古
代
の
政
治
的
中
心
地
の
移

動
や
、

そ
れ
ら
の
氏
の
別
業
の
所
在
地
等
を
考
慮
に
入
れ
れ
ば
、
右
の
点
も
き

ほ
ど
支
障
と
い
う
に
は
価
し
な
い
と
思
う
。

第
四
に
六
世
紀
の
一
頃
小
範
聞
の
村
落
名
を
氏
の
名
と
し
て
氏
が
分
裂
し
て
い

る
こ
と
は
他
に
例
証
も
挙
げ
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
岸
俊
男
氏
の
研
究
に
よ
れ

ば
ワ
ニ
氏
は
六
世
紀
の
頃
、
小
野
春
日
栗
田
等
の
氏
に
分
裂
し
た
と
考
え
ら
れ

ー
ヘ
「
ワ
ニ
氏
に
関
す
る
基
礎
的
考
/

て
い
る
カ
(
察
」
律
令
国
家
の
基
礎
構
造
)
そ
の
傾
向
は
蘇
我
氏
を
考
え
る
際
の
傍

証
と
な
す
こ
と
が
出
来
よ
う
。
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こ
の
よ
う
に
見
て
来
る
と
、
川
辺
臣
、
小
墾
田
臣
、
高
向
臣
、
岸
田
臣
が
単

に
地
名
を
氏
の
名
と
し
て
い
る
地
方
豪
族
で
彼
等
が
何
等
か
の
理
由
で
蘇
我
氏

に
血
縁
的
に
結
び
つ
け
ら
れ
た
と
考
え
る
よ
り
も
、
六
位
紀
の
頃
蘇
我
氏
一
族

が
分
裂
し
、

そ
れ
ら
の
諸
氏
が
こ
の
頃
朝
廷
の
郡
臣
と
し
て
活
躍
し
た
と
考
え

て
一
向
差
支
え
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
氏
の
活
躍
も
亦
右
の
こ

と
と
矛
盾
し
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
氏
人
の
活
躍
す
る
姿
を
あ
げ
れ
ば

次
の
如
く
で
あ
る
。

欽
明
廿
三
年
秋
七
月
、
大
将
軍
紀
男
麻
呂
宿
称
、
副
将
軍
河
一

辺

巨

漫

缶

新

羅

を

う

つ

。

一

推
古
二
十
六
年
、
安
芸
固
に
遣
し
船
を
造
ら
し
む
。
一

推

古

三

十

一

年

、

征

新

羅

副

将

軍

。

一

鮮
明
即
位
前
紀
、
阿
倍
直
中
医
連
と
共
に
蘇
我
蝦
夷
の
使
者
一

と

な

っ

て

山

背

大

兄

王

に

言

を

伝

う

。

一

河
辺
臣
現
缶

河河河

辺

辺巨辺

称

匹受|立



一
孝
徳
天
皇
大
化
二
年
東
国
国
司
と
な
る
。

一
タ

一
ク一
大
化
五
年
遣
唐
大
使

一
天
智
即
位
前
紀
百
済
を
救
う
前
将
軍
と
な
る
。

一
天
武
十
年
遺
筑
紫

一
推
古
三
十
一
年
群
臣
と
し
て
新
山
維
を
急
に
討
つ
べ
か
ら
す
と

一
進
言
す
る
。

一
天
武
前
紀
湯
泳
令

一
天
武
十
年
小
錦
下

一
持
統
元
年
遺
新
羅
使
、
三
年
判
事
、
伊
予
掠
領

一
箭
明
即
位
前
紀
、
蘇
我
氏
と
同
調
し
田
村
皇
子
を
天
皇
と
せ

一
ん
と
す
。

一
皇
極
二
年
蘇
我
入
鹿
、
国
押
を
し
て
山
背
大
兄
王
を
討
た
せ

一
ん
と
す
。
行
か
ず
。

一
天
武
十
年
小
錦
下
、
十
三
年
遺
新
羅
大
使

一
釘
明
即
位
前
紀
、
蘇
我
氏
と
共
に
岡
村
白
王
子
を
天
皇
と
せ
ん

一
と
す
。

一
天
武
即
位
前
紀
、
大
津
皇
子
と
共
に
天
武
の
下
に
行
く
。

一
天
武
十
年
遺
高
麗
小
使
。

蘇
我
間
口
巨
川
堀
一
大
化
元
年
古
人
皇
子
の
叛
に
加
わ
る
。

田
口
臣
一
大
化
二
年
東
国
国
司
。

出
口
臣
筑
紫
一
大
化
五
年
蘇
我
石
川
麿
の
伴
党
。

一
大
化
二
年
東
国
国
司
。

一
天
智
前
紀
播
麿
国
司
。

一
倍
明
即
位
前
紀
、
山
背
大
兄
王
の
使
者
と
な
る
。

河
辺
臣
百
依

ん

ゲ

磯

泊

ん
γ

磐
管

河
辺
巨
麻
呂

河
辺
位
百
枝

河
辺
臣
子
首

田田
中
医
足
麻
呂

田
中
臣
鍛
師

団
中
川
例
区
法
麿

高
向
医
字
麻

高
向
区
間
押

高
向
区
麻
呂

小

墾

田

区

クク涯

田

恒

山
序
回
直
麻
呂

桜
井
恒
和
爾
古 臣

猪
手
麻

呂

」
れ
ら
日
本
書
紀
に
見
え
る
関
係
史
料
に
つ
い
て
み
る
に
、

」
れ
ら
の
氏
が
直

い
ず
れ
も
欽
明

接
蘇
我
氏
と
行
動
を
共
に
し
た
と
思
わ
れ
る
も
の
は
少
い
が
、

朝
よ
り
見
え
は
じ
め
て
い
て
、
そ
の
氏
の
名
の
新
し
い
こ
と
が
考
え
ち
れ
る
。

こ
こ
で
多
少
脇
道
に
そ
れ
る
よ
う
で
は
あ
る
が
、
地
名
を
氏
の
名
と
す
る
こ

北
大
文
学
部
紀
要

れ
ら
の
氏
族
の
名
に
つ
い
て
若
干
補
足
し
て
お
き
た
い
。
と
い
う
の
は
さ
き
に

も
述
べ
た
如
く
、
蘇
我
氏
を
始
め
田
中
高
向
小
墾
田
田
口
等
の
氏
の
名
は
、
村

名
、
郷
名
の
よ
う
な
き
わ
め
て
狭
い
範
囲
の
地
名
で
あ
っ
て

そ
の
地
名
を
称

す
る
の
は
そ
こ
に
家
居
し
た
が
た
め
で
あ
る
。
従
っ
て
彼
等
が
地
名
を
氏
の
名

と
す
る
か
ら
と
い
っ
て
そ
の
地
方
を
支
配
し
た
、
あ
る
い
は
そ
の
地
方
の
豪
族

と
考
え
る
こ
と
は
適
当
で
な
い
で
あ
ろ
う
。
も
し
そ
う
考
え
る
と
、
大
倭
国
造

(
直
)
乃
至
志
紀
県
主
、
高
市
県
主
等
の
称
す
る
地
名
に
比
較
し
た
と
き
、

そ

の
称
す
る
地
名
の
甚
だ
狭
く
小
一
家
族
の
感
を
い
だ
く
で
あ
ろ
う
。
然
る
に
事
実

は
そ
れ
に
反
し
て
、

」
れ
ら
の
氏
は
中
央
の
重
要
群
臣
を
構
成
し
て
い
る
の
で

あ
っ
て
、
大
和
国
造
や
志
紀
県
主
と
は
階
層
の
異
る
氏
で
あ
る
。
従
っ
て
大
倭

国
造
と
か
志
貴
県
主
等
の
氏
の
名
と
、
蘇
我
・
田
中
・
小
墾
田
等
は
同
じ
く
地

-131 -

名
を
氏
の
名
と
称
し
た
と
し
て
も
そ
の
氏
の
名
の
地
名
の
意
味
は
全
く
異
な
る

と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
大
和
氏
と
か
志
紀
県
主
等
の
氏
の
名
は
、
国
造

県
主
制
が
成
立
し
た
、

そ
の
時
出
来
た
氏
の
名
で
あ
る
。
即
ち
蘇
我
氏
雄
一
寸
の
名

は
地
名
に
重
点
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
中
央
の
重
臣
と
し
て
身
分
を
獲
得
し
て

い
た
の
で
あ
っ
て
そ
の
カ
パ
ネ
に
重
点
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
古
事
記
に
記
る
さ
れ
た
蘇
我
氏
同
族
と
さ
れ
る
河
辺
臣
・
田
中
臣
・
高

向
臣
・
小
治
国
臣
・
桜
井
臣
・
岸
田
臣
等
が
六
世
紀
の
頃
蘇
我
系
氏
族
が
分
裂

し
て
そ
の
家
居
し
た
地
名
を
氏
の
名
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
考

え
た
の
で
あ
る
が
、
も
し
そ
う
し
た
こ
と
に
何
程
か
真
実
性
が
あ
る
と
す
る

と
欽
明
朝
以
後
の
政
局
に
於
い
て
蘇
我
氏
一
党
の
占
め
た
比
重
は
か
な
り
大
き

な
も
の
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
蘇
我
氏
を
始

め
と
し
て
、

」
れ
ら
諸
氏
の
勢
力
の
基
盤
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。



蘇
我
氏
と
そ
の
同
族
に
つ
い
て
の
一
考
察

阿
部

蘇
我
氏
に
つ
い
て
は
次
に
考
え
る
と
し
て
、
河
辺
臣
・
田
中
臣
・
小
治
国
臣
・

桜
井
臣
・
岸
田
臣
等
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を
考
え
る
史
料
が
甚
だ
乏
し
い
。
彼

等
が
系
譜
的
に
蘇
我
氏
と
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
、
早
く
か
ら
臣
の
カ
パ
ネ
を

も
ち
、

天
武
八
姓
以
後
に
は
朝
臣
の
カ
パ
ネ
を
賜
わ
り
、
奈
良
時
代
中
級
の
官

人
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
身
分
的
に
上
流
に
属
し
て
い
た
こ
と

を
除
く
と
、

そ
の
他
経
済
的
基
盤
等
は
殆
ん
ど
知
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
特
に

古
代
豪
族
の
経
済
的
基
盤
を
考
え
る
時
問
題
と
な
る
部
民
の
所
有
状
態
も
殆
ん

ど
史
料
を
拾
う
こ
と
が
出
来
な
い
。
こ
の
こ
と
は
こ
れ
ら
の
氏
族
を
考
え
る
場

合
甚
だ
重
要
な
点
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
そ
の
前
に
蘇
我
氏
が
ど
の
よ
う
に
し

て
勢
力
を
得
た
か
そ
の
点
よ
り
考
え
た
い
と
思
う
。

蘇
我
氏
は
継
体
欽
明
朝
の
頃
よ
り
大
き
な
勢
力
を
振
う
に
至
っ
た
こ
と
は
周

知
の
ご
と
く
で
あ
る
。
そ
の
勢
力
を
振
う
に
至
っ
た
背
後
に
、
蘇
我
氏
よ
り
分

れ
た
一
族
が
朝
廷
の
重
臣
と
し
て
存
在
し
た
こ
と
も
以
上
に
注
意
し
た
如
く
で

あ
る
。
そ
れ
で
は
蘇
我
氏
が
大
を
な
す
に
至
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
従
来
は
ど
れ

ほ
ど
の
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

蘇
我
氏
が
大
臣
と
し
て
勢
力
を
振
う
に
至
っ
た
稲
目
馬
子
ま
で
の
系
譜
は
、

武
内
宿
繭
蘇
我
石
川
宿
禰
蘇
我
満
智
宿
踊
|
韓
子
宿
綱
高
一
陣
|
稲
目
l

馬
子
と
な
っ
て
い
る

(
姓
氏
家
系
大
辞
典
〉
0

初
代
の
武
内
宿
捕
に
つ
い
て
は

問
題
の
人
物
と
し
て
い
ろ
い
ろ
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
が
実
在
の
人
物
か
否
か
疑
わ

し
く
、
蘇
我
石
川
宿
禰
亦
同
様
で
あ
る
。
次
の
蘇
我
満
智
宿
繭
は
書
紀
履
中
二

年
条
に
、
平
群
木
蒐
宿
禰
・
物
部
伊
百
弗
大
連
・
円
大
臣
と
共
に
国
事
を
と
る

と
あ
り
、

又
古
語
拾
遺
に
は
雄
略
朝
に
至
り
、
諸
国
貢
朝
年
々
盈
溢
し
、
更
に

大
蔵
を
立
て
て
、
蘇
我
麻
智
宿
捕
を
し
て
三
蔵
(
斎
蔵
・
内
蔵
・
大
蔵
)
を
検

校
せ
し
め
た
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
記
事
か
ら
古
代
史
家
は
、
蘇
我
氏
は

こ
の
頃
か
ら
朝
廷
で
重
要
な
地
位
を
占
め
、
帰
化
人
を
配
下
と
し
て
財
政
権
を

握
っ
た
と
解
し
て
い
る
。
次
の
韓
子
、
高
麗
は
共
に
明
ら
か
で
な
い
。
韓
子
に

つ
い
て
は
書
紀
雄
略
九
年
条
に
紀
小
弓
宿
繭
・
蘇
我
韓
子
宿
繭
・
大
伴
談
連
・

小
毘
火
宿
繭
を
大
将
軍
と
し
て
新
羅
を
討
っ
と
あ
り
、
朝
鮮
に
於
い
て
紀
大
磐

宿
繭
の
た
め
に
殺
さ
れ
た
こ
と
が
記
る
し
て
あ
る
が
真
偽
の
程
は
明
ら
か
で
な

し、。
と
こ
ろ
が
宣
化
紀
元
年
二
月
の
条
に
は
大
伴
金
村
、
物
部
食
鹿
火
を
大
連

と
し
、
蘇
我
稲
目
宿
捕
を
大
臣
と
し
、

つ
い
で
欽
明
即
位
前
紀
に
は
大
伴
金
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村
、
物
部
尾
輿
を
大
連
、
蘇
我
稲
目
宿
摘
を
大
臣
と
し
て
い
る
。
か
く
の
如
く

そ
の
後

蘇
我
氏
は
欽
明
朝
前
後
の
頃
に
急
に
朝
廷
内
部
に
於
い
て
勢
力
を
得
、

馬
子
の
時
物
部
守
屋
を
滅
し
、
蝦
夷
入
鹿
と
威
を
振
う
に
至
っ
た
こ
と
は
周
ね

く
人
の
知
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
蘇
我
氏
は
ど
う
し
て

急
に
こ
の
よ
う
な
勢
力
を
伺
る
に
至
っ
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
普
通
い
わ

れ
る
こ
と
は
蘇
我
氏
が
政
権
を
握
る
に
至
っ
た
の
は

お
も
に
部
下
の
帰
化
人

た
ち
を
利
用
し
て
、
大
陸
と
の
交
易
や
諸
国
の
諸
産
業
、
私
有
地
、
私
有
民
の

開
発
経
営
な
ど
の
商
で
大
き
な
実
利
を
得
て
い
た
か
ら
だ
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
帰
化
人
を
配
下
に
し
て
勢
力
を
伸
長
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
関
晃
氏
の
研

究
が
あ
り
、
大
体
承
認
し
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
次
に
蘇
我
氏
の
私
地
私
民
の

問
題
で
あ
る
が
、
私
有
地
に
関
し
て
は
文
献
的
に
明
ら
か
で
な
い
。
し
か
し
そ

の
部
民
は
不
完
全
な
が
ら
集
め
得
る
の
で
そ
の
分
布
を
次
に
示
し
て
お
こ
う
。
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社

一
和
名
抄

一
タ
一
点
観
十
年

一
大
宝
二
年
戸
籍

一
和
名
抄

一
和
名
抄

土
佐

ク長呑
阿美

筑
前

早嶋
良君1¥

肥
後、

玉
名

右
に
掲
げ
た
蘇
我
氏
の
部
氏
の
分
布
を
見
る
と
、
物
部
氏
大
伴
氏
和
耳
氏
等
と

比
較
し
た
時
、
そ
れ
ほ
ど
多
い
と
は
云
え
な
い
け
れ
ど
、
畿
内
で
は
山
城
河
内

に
東
海
道
で
は
遠
江
・
上
総
・
下
総
、
東
山
道
で
は
美
濃
・
陸
奥
、
北
陸
道
で

は
越
前
に
、
山
陰
道
で
は
丹
波
但
馬
に
、

山
陽
道
で
は
周
防
、

南
海
道
で
は

阿
波
・
讃
岐
・
土
佐
、

西
海
道
で
は
筑
前
肥
後
と
う
い
よ
う
に
か
な
り
広
範
囲
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に
わ
た
っ
て
少
し
ず
つ
そ
の
部
民
が
分
散
し
て
、
そ
の
部
民
の
分
布
上
の
特
色

を
と
ら
え
る
の
に
か
な
り
困
難
を
感
ず
る
。

併
し
他
の
氏
の
部
民
の
分
布
と
比
較
し
て
そ
の
特
色
を
考
え
る
と
き
、
概
し

て
い
っ
て
上
総
・
下
総
・
陸
奥
等
の
東
国
の
遠
方
の
国
に
及
ん
で
い
る
こ
と
が

ま
ず
注
目
を
ひ
く
。
次
に
は
阿
波
・
讃
岐
・
周
防
、
筑
前
等
当
時
の
瀬
戸
内
海

路
航
に
沿
っ
て
部
民
が
点
在
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
部
民
の

設
置
年
代
そ
の
管
理
等
勿
論
明
ら
か
で
な
い
が
、

こ
う
し
た
特
色
に
つ
い
て
は

若
干
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
。

蘇
我
氏
が
東
国
北
陸
地
方
に
部
民
を
有
し
て
い
た
こ
と
は
上
掲
史
料
に
ょ
っ

て
そ
れ
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
そ
れ
が
何
時
頃
ど
の
よ
う
に
し
〆

て
部
民
を
所
有
す
る
に
至
っ
た
か
と
い
う
こ
と
は
以
上
の
史
料
に
よ
っ
て
は
知

る
こ
と
が
出
来
な
い
。
そ
こ
で
蘇
我
氏
と
東
国
と
の
関
係
史
料
を
拾
う
と
次
の



蘇
我
氏
と
そ
の
同
族
に
つ
い
て
の
一
考
察

阿
部

よ
う
な
史
料
を
拾
い
う
る
。

間
景
行
紀
廿
五
年
秋
七
月
庚
辰
朔
壬
午
、

遣
一
一
武
内
宿
禰
一
令
ν
察
ニ
北
陸
及
東

方
諸
国
之
地
形
且
百
姓
之
消
息
-
、

廿
七
年
春
二
月
辛
丑
朔
壬
子
、

武
内
宿

繭
自
二
東
国
一
還
之
奏
言
、

其
国
人
男
女
並

東
夷
之
中
、

有
二
日
高
見
国
-
、

椎
結
文
身
、
為
人
勇
料
、

是
糠
日
ニ
蝦
夷
一
、

亦
土
地
沃
壌
而
瞬
之
、

撃

可

ν
取
也
。

間
皇
極
元
年
九
月
笑
酉
、

越
辺
蝦
夷
数
千
内
附

〈
蝦
夷
〉

冬
十
月
丁
酉
蘇
我
大
臣
設

蝦
夷
於
家
一
而
朗
慰
問
。

間
皇
極
三
年
十
一
月
(
中
略
)
更
起
-
一
家
於
畝
傍
山
東
-
穿
ν
池
為
ν
城
起
ν
庫
儲

ν
世
間
、
恒
将
一
一
五
十
兵
士
一
緯
ν
身
出
入
、
名
ニ
健
人
一
日
ニ
東
方
債
従
者
一

第
一
の
武
内
宿
摘
が
景
行
天
皇
の
御
代
北
陸
及
び
東
方
諸
国
の
地
形
と
百
姓
の

状
態
を
視
察
し
、
蝦
夷
の
地
は
肥
沃
で
あ
る
か
ら
撃
ち
て
と
る
べ
し
と
奏
言
し

た
と
い
う
物
語
は
蘇
我
氏
が
東
国
及
び
北
陸
に
部
民
を
所
有
し
て
い
た
事
実
と

何
等
か
関
係
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
勿
論
武
内
宿
摘
が
実
在
性
に
乏
し
い

人
物
で
あ
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
如
く
で
あ
る
が
、
彼
は
蘇
我
氏
の
祖
先
と
さ

れ
て
い
る
人
物
で
あ
っ
て

」
の
人
物
の
物
語
に
よ
っ
て
、
蘇
我
氏
が
東
国
及

び
北
陸
に
部
民
を
所
有
し
て
い
る
現
実
を
物
語
ろ
う
と
し
た
も
の
の
如
く
思
わ

れ
る
o

第
二
は
蘇
我
蝦
夷
が
蝦
夷
を
彼
の
家
に
饗
応
し
た
と
い
う
史
料
で
あ
る

が
、
大
化
改
新
後
に
於
い
て
は
こ
う
し
た
饗
応
は
す
べ
て
朝
廷
に
於
い
て
行
な

わ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、

」
の
時
代
に
於
け
る
蘇
我
氏
の
勢
力
を
物
語
る
も

の
で
あ
る
。
第
三
は
蘇
我
蝦
夷
が
常
に
五
十
人
の
兵
士
を
し
て
身
を
守
ら
し

め
、
東
方
償
従
者
と
い
っ
た
と
い
う
史
料
で
あ
る
。
東
方
債
従
者
と
い
う
か
ら

ヂ

」

斗
1
h

、
そ
の
兵
士
の
多
く
は
東
国
の
人
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
蘇
我
氏

の
東
国
部
民
と
解
し
て
も
差
支
え
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、

又
蝦
夷
の
身
を
守
る

こ
と
に
よ
っ
て
部
民
関
係
が
成
立
し
た
と
考
え
る
こ
と
も
出
来
る
。
こ
の
よ
う

な
関
係
は
蝦
夷
の
場
合
の
み
で
な
く
、
恐
ら
く
馬
子
や
稲
目
の
噴
か
ら
あ
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
そ
う
し
た
部
民
が
、
東
国
陸
奥
と
い

う
遠
隔
の
地
に
分
布
し
て
い
る
こ
と
は
、

そ
の
部
民
関
係
は
そ
れ
ほ
ど
古
い
時

代
に
ま
で
遡
れ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

次
に
蘇
我
氏
の
部
民
の
第
二
の
特
色
を
な
す
も
の
は
阿
波
・
讃
岐
・
周
防

筑
前
の
諸
地
域
に
分
布
す
る
部
民
で
あ
る
。
こ
の
分
布
の
特
色
に
つ
い
て
考
え

ら
れ
る
こ
と
は
蘇
我
氏
と
朝
鮮
と
の
関
係
で
あ
り
、
そ
の
分
布
地
域
が
、
瀬
戸

内
海
の
沿
岸
に
あ
っ
て
、
朝
鮮
と
の
交
通
路
に
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

古
代
に
於
け
る
瀬
戸
内
海
の
航
路
は
大
別
す
る
と
二
つ
の
ル

l
ト
が
あ
り
、
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一
つ
は
中
園
地
方
沿
岸
ぞ
い
に
進
む
も
の
で
あ
り
、
他
は
四
国
側
を
讃
岐
沖
か

ら
備
後
灘
を
通
り
、
来
島
瀬
戸
を
経
て
西
進
す
る
も
の
で
あ
り
、

と
も
に
周
防

の
熊
毛
郡
神
で
合
し
、
室
積
や
佐
波
の
港
に
入
っ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
蘇

我
氏
の
部
民
は
こ
の
二
つ
の
航
路
の
う
ち
、
後
者
の
線
に
沿
っ
て
分
布
し
て
い

る
の
で
あ
る
が
、

」
こ
で
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
こ
の
内
海
航
路
の
線
に
沿
っ

て
紀
氏
と
そ
の
同
族
が
分
布
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る

(
岸
俊
雄
、
紀
氏
に
関
す

る
一
考
察
)
。

以
上
蘇
我
氏
の
部
民
に
つ
い
て
見
た
の
で
あ
る
が
、

そ
の
特
色
の
一
つ
は
蘇

我
氏
の
部
民
は
東
国
の
辺
睡
の
地
に
あ
っ
て
、
そ
の
部
民
関
係
の
成
立
が
比
較

的
新
し
い
こ
と
を
思
わ
せ
る
こ
と
、
そ
の
二
つ
は
瀬
戸
内
海
の
航
路
に
部
民
が

存
在
し
て
、
蘇
我
氏
が
朝
鮮
と
の
関
係
に
よ
っ
て
勢
力
を
伸
し
た
こ
と
を
推
測

せ
し
め
る
こ
と
で
あ
る
。
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以
上
で
蘇
我
氏
の
部
民
の
分
布
状
態
、
そ
の
特
色
に
つ
い
て
考
え
た
の
で
あ

る
が
、

そ
こ
に
は
尚
不
明
な
点
も
多
く
存
在
す
る
。
併
し
な
が
ら
蘇
我
氏
が
古

代
豪
族
と
し
て
、
そ
の
豪
族
を
特
徴
づ
け
る
よ
う
な
部
民
の
あ
る
こ
と
だ
け
は

確
か
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
先
述
し
た
蘇
我
の
支
族
に
於
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う

か
。
即
ち
河
辺
臣
・
問
中
臣
・
高
向
臣
・
小
治
田
臣
・
桜
井
臣
・
岸
田
臣
・
田

日
臣
等
々
の
蘇
我
の
支
族
に
於
い
て
は
、
果
し
て
同
じ
よ
う
に
、
部
民
を
検
出

す
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
尚
よ
く
調
査
す
る
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
、

い
ま
の
と
こ
ろ
そ
の
検
出
は
困
難
で
あ
る
。
即
ち
河
辺

部
・
田
中
部
・
高
向
部
等
は
こ
れ
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
な
い
。
こ
の
こ
と
は

古
代
の
部
民
を
考
え
る
上
に
か
な
り
注
目
す
べ
き
事
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

ヵ:

こ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
こ
と
が
和
耳
氏
の
分
裂
し
た
諸
氏
に
つ
い
て
も
い
い
得

る
よ
う
で
あ
る
。
即
ち
ワ
ニ
氏
は
六
世
紀
の
初
め
、
春
日
・
大
宅
・
小
野
・
栗

田
等
の
諸
氏
に
分
裂
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
(
畔
掲
格
一
)
、
旧
の
ワ
ニ
氏

の
部
民
で
あ
る
ワ
ニ
ベ
は
古
代
関
係
史
料
の
中
に
か
な
り
多
く
拾
う
こ
と
が
出

来
る
が
、
春
日
・
大
宅
・
小
野
・
栗
田
諸
氏
の
部
民
は
こ
れ
を
拾
う
こ
と
が
困

難
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
ワ
ニ
氏
の
場
合
に
は
、
そ
の
部
民
関
係
は
ワ
ニ
氏
が

分
裂
す
る
以
前
の
関
係
を
示
す
も
の
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の

ワ
ニ
氏
と
比
較
し
て
蘇
我
氏
の
場
合
を
考
え
る
に
、
蘇
我
の
宗
族
は
矢
張
り
蘇

我
で
あ
っ
て
、
蘇
我
氏
は
日
本
の
か
な
り
広
い
範
四
に
わ
た
っ
て
部
民
の
関
係

を
結
ん
で
い
た
。
し
か
し
、
六
世
紀
以
後
分
裂
し
た
河
辺
・
田
中
・
高
向
・
小

治
旧
等
の
諸
氏
は
、
最
早
や
部
民
関
係
を
結
ぶ
必
要
の
な
い
時
代
に
立
ち
至
つ

北
大
文
学
部
紀
要

て
い
た
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
大
和
朝
廷
の
支
配
組
織
が
、
部

民
関
係
の
上
に
で
は
な
く
、

お
そ
ら
く
官
司
制
的
支
配
の
段
階
に
立
ち
至
っ
て

い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
蘇
我
氏
支
族
の
も
の
た
ち
は
、
欽
明
・
推
古
朝
に
於
い

て
、
中
央
群
臣
と
し
て
の
有
力
豪
族
で
あ
っ
た
に
も
拘
ら
ず
、
彼
等
は
部
民
関

係
の
上
に
、
そ
の
勢
力
を
得
て
い
た
の
で
は
な
く
、
新
し
い
官
司
制
的
身
分
の

上
に
そ
の
勢
力
の
基
礎
を
置
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

蘇
我
氏
は
欽
明
推
古
朝
の
時
代
、

中
・
高
向
・
小
墾
田
等
の
諸
氏
を
、
中
央
政
府
の
有
力
メ
ン
バ
ー
と
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
自
己
の
勢
力
を
吏
に
有
利
に
展
開
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。
蘇
我
氏
の
系
譜
の
う
ち
、
波
多
氏
・
許
勢
氏
・
平
群
氏
・
紀
氏
と

の
関
係
に
つ
い
て
は
、
尚
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
が
あ
る
が
、
こ
れ
に

つ
い
て
は
稿
を
あ
ら
た
め
た
い
と
思
う
。 こ

れ
ら
蘇
我
氏
の
支
族
で
あ
る
河
辺
・
田
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